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論文審査の要旨及び担当者 
 
報 告 番 号 氏 名 甲 乙 第     号 
（ 論 文 審 査 の 要 旨 ） 
論文題名：Perioperative Risk Calculator Predicts Long-Term Oncologic Outcome for 
     Patients with Esophageal Carcinoma 
     （食道癌患者における周術期リスクカリキュレーターによる長期予後予測の 
      検討） 
 
 
 本研究では、当院において2000年から2016年までに食道癌に対して胸部食道全摘術を
施行した患者438例を対象とし、日本の手術情報が登録されているNCD（National 
Clinical Database）のデータを用いて作成された術後短期死亡率を予測するrisk calculator
が、食道癌術後における長期予後を予測することを示した。 
 審査においては、まず本研究における解析対象の選択が適切かに関して問われた。術
後紹介元の施設に転院する症例は除外しているものの、基本的に1,2ヶ月以上フォロー
アップできている症例は全て含まれており、途中で治療経過を追えなくなった患者に関
してはセンサーとして解析に含んでいる事を回答された。次に risk calculator を実際の臨
床ではどのように用いるかを問われ、主に食道癌手術におけるリスクの層別化および患
者へのインフォームドコンセントを得る際に用いると回答された。Risk calculatorを用い
ることにより短期予後および長期予後の予測が可能となるため、食道癌手術の高侵襲性
を鑑みた上で、各患者における手術施行の必要性および術式選択を検討する事ができ
る。また、患者自身のリスク値を全国平均や施設平均死亡率と併せてお話しする事で、
円滑な理解を促す事ができると回答された。次に、他施設や海外における標準化、汎用
化は可能かと問われた。食道癌手術は高難易度であり施設間格差が大きいものの、同様
にrisk calculatorが長期予後に関連すると考えられ、今後多施設データを用いての外的妥
当性の検討が必要と回答された。また、海外での応用に関しては、本邦と人種差や組織
型、治療戦略が異なるため、画一化は難しいと回答された。次にカットオフ値を決定す
る際に用いたCART（Classification and Regression Trees）解析について問われた。本解
析は、母集団において不純度を表すジニ係数を基準に最も有用なカットオフ値で分ける
ことにより、ばらつきの少ない2群に分けることができ、様々な分野におけるアルゴリズ
ムの作成に優れていると回答された。また、全国のNCDデータではなく当院のデータの
みを用いてrisk calculatorを作成すべきではと問われ、今後自施設における術後短期死亡
率を予測するrisk calculatorの改編も必要ではないかと指摘された。最後に、他癌腫や炎
症性腸疾患などの良性疾患に応用が可能かを問われ、良性疾患においてはNCDデータを
用いたリスクモデルの確立には至っておらず、今後検討の余地がある事を回答された。 
 以上、今後多施設での検討の必要性など課題が残るものの、これまで集約化されてい
なかった全国の手術データを集積し短期死亡リスクをモデル化されたものを、長期予後
予測にも用いたという点で、臨床的に有意義な研究であると評価された。  
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